
 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.授 業 要 項（令和 5年度分） 

 

 

1 年 生 

 

理 学 療 法 学 科 



授業科目名 心理学 （ フ リ ガ ナ ）
担当教官名 小

コ

　林
バヤシ

　亮
リョウ

　輔
スケ

開 講 学 期 後期  

対 象 学 科
及 び 学 年

理学療法学科　１年
作業療法学科　１年

時 間 数
単 位 数

15
1

必修・選択
の別 必修

科 目 概 要

この授業では、心理を「感情」「思考」「行動」の集合と定義し、この観点から、自己
または他者についての理解を深める。また、提出課題となるワークシートや授業内で
のグループ活動を通して、学んだ心理学の知識や技術を日常生活において役立てられ
るようにする。

到 達 目 標 心理学に関する知識を得るとともに、それらを自身の日常生活に活かせるようにする
こと。

回数 授　　　業　　　内　　　容 担　当

1 心理について 小林亮輔

2 感情について 小林亮輔

3 思考・行動について 小林亮輔

4 睡眠について 小林亮輔

5 人付き合いについて 小林亮輔

6 コミュニケーションについて 小林亮輔

7　　　　ストレスマネジメントについて 小林亮輔

8 リラックスについて 小林亮輔

アクティブ
ラーニング 授業の内容、特にコミュニケーションや協力、等を踏まえたグループ活動

評 価 基 準 提出物 40％、試験 60％

教 科 書 特になし

参 考 書 特になし

実務経験に
関する記述

公立学校や大学、矯正施設等でのカウンセリング経験を持つ教員が、心理教育の視点
から、実用的な知識や技術の教授を意図した実践的教育を行う。
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授業科目名 倫理学 （ フ リ ガ ナ ）
担当教官名 田

タ

　中
ナカ

　一
カズ

　馬
マ

開 講 学 期 後期

対 象 学 科
及 び 学 年

理学療法学科　１年
作業療法学科　１年

時 間 数
単 位 数

15
1

必修・選択
の別 必修

科 目 概 要 倫理に関する基本的な知識を得るとともに、自分の考えを根拠を示しつつ、適切に表
明するために必要な技術を身に付けます。

到 達 目 標 ・倫理学上の基本的な立場の特徴について説明できる。
・倫理的な問題に対する自らの考えを倫理的に明瞭に表明できる。

回数 授　　　業　　　内　　　容 担　当

1 倫理学とは何か：道徳と倫理の違いについて 田中一馬

2 倫理学に考えるために：価値判断とヒュームの法則 田中一馬

3 倫理的な価値判断の根拠づけ：帰結主義と非帰結主義・功利主義について 田中一馬

4 倫理的に考えてみる（その 1）：安楽死について 田中一馬

5 倫理的に考えてみる（その 2）：人工妊娠中絶について 田中一馬

6 倫理的に考えてみる（その 3）：出生前診断について 田中一馬

7 倫理的に考えてみる（その 4）：肉食の是非について 田中一馬

8 まとめ 田中一馬

アクティブ
ラーニング

毎回問いを発し、それに答えていただきます。その上で、答の内容に関する意見を求
めます。

評 価 基 準 期末試験 60％、ワークシート 40％の割合です。
理由の立たない欠席は、一回につき 5 点減点します。

教 科 書 特に指定しません。

参 考 書 赤林　朗・児玉　聡『入門・倫理学』勁草書房、2018 年初版
他、授業時に適宜紹介します。

実務経験に
関する記述
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授業科目名 文化人類学 （ フ リ ガ ナ ）
担当教官名 塩

シオ

　谷
ヤ

　も
モ

　も
モ

開 講 学 期 前期

対 象 学 科
及 び 学 年

理学療法学科　１年
作業療法学科　１年

時 間 数
単 位 数

15
1

必修・選択
の別 必修

科 目 概 要

文化人類学的な視点から、異文化と多様性について学ぶ。いくつかのテーマを設定し、
世界各地と日本の多様な事例を比較し、共通性と異質性を考えながら、文化的特徴を
理解する。広い意味での異なる文化を理解するために必要となる、知識を身につける
ことを目的とした講義を行なう。

到 達 目 標
・多様な文化をとらえる視点が身につく。
・広い意味での異文化に対する関心を深め、多様な人と接するための知識が身につく。
・異文化と比較しながら、日本の文化・社会について考えられるようになる。

回数 授　　　業　　　内　　　容 担　当

1 文化を考える 塩谷もも

2 異文化のとらえ方を考える 塩谷もも

3 フィールドワークから考える 塩谷もも

4 家と人のつながりから考える 塩谷もも

5 食と文化から考える 塩谷もも

6 言語と文化から考える 塩谷もも

7 衣服と文化から考える 塩谷もも

8 宗教と文化から考える 塩谷もも

アクティブ
ラーニング

授業で取り上げるテーマに関して、グループワークで意見交換等を実施する機会を設
ける

評 価 基 準 定期試験 50％、ワークシート 30％、授業への取り組み状況 20％

教 科 書 使用しない（プリント配布）

参 考 書 奥野克巳・花渕馨也 共編『文化人類学のレッスン−フィールドからの出発』増補版学
陽書房

実務経験に
関する記述

インドネシアで 2001 年から継続的に現地調査を実施してきた経験を持つ教員が、事例
を提示しながら、異文化のとらえ方とフィールドワークについて、グループワークを
活用した学習方法で教育を行なう。
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授業科目名 コミュニケーション論 （ フ リ ガ ナ ）
担当教官名 山

ヤマ

　本
モト

　真
マ

理
リ

子
コ

開 講 学 期 後期

対 象 学 科
及 び 学 年

理学療法学科　１年
作業療法学科　１年

時 間 数
単 位 数

15
1

必修・選択
の別 必修

科 目 概 要

理学療法士・作業療法士の実践活動においては他者の考え方の理解や相手に自分の考
えを分かりやすく伝えるなど、コミュニケーションは必須の能力となる。本科目では、
対人関係構築の基礎となるコミュニケーション技術について、その理論を理解すると
ともに基本的技法を修得する。

到 達 目 標

・言語的・非言語的コミュニケーションについて説明し、活用することができる。
・コミュニケーション技法について、自己・他者理解の重要性について説明すること

ができる。
・コミュニケーション技法を活用して、他者の考え、思いを引き出すことができる。
・コミュニケーション技法を活用して、自己の考えを相手に伝え理解させることがで

きる。

回数 授　　　業　　　内　　　容 担　当

1 本学科の目的、内容、到達目標についてオリエンテーションする。
理学療法士・作業療法士に必要となるコミュニケーションについて説明する。 山本真理子

2 コミュニケーションの目的と構成要素についてペアやグループで体験し、理解す
る。 山本真理子

3 コミュニケーション技法（言語的コミュニケーション・非言語的コミュニケーショ
ン）についてペアやグループで体験し、理解する。 山本真理子

4 コミュニケーション技法（言語的コミュニケーション・非言語的コミュニケーショ
ン）についてペアやグループで体験し、理解する。 山本真理子

5 コミュニケーション技法（自己理解、他者理解）について説明し、ペアやグルー
プで体験し、理解する。 山本真理子

6 コミュニケーション技法（自己理解、他者理解）について説明し、ペアやグルー
プで体験し、理解する。 山本真理子

7 コミュニケーション技法（自己理解・他者理解）を理解した上での自己開示につ
いてペアやグループで体験し、理解する。 山本真理子

8 コミュニケーション技法を活用し、相手の思いをくみ取る体験をする。 山本真理子

アクティブ
ラーニング

理学療法士・作業療法士にとってのコミュニケーションの必要性、コミュニケーショ
ン技法について、学生同士でコミュニケーションを取りながら学修し、発表を行う。

評 価 基 準 授業内での態度（積極性、発言回数、与えられた役割の遂行状況）、出席及び課題から
総合評価　100％

教 科 書 内山靖ほか（著）『コミュニケーション論・多職種連携論』（医歯薬出版株式会社）

参 考 書 適宜紹介する。

実務経験に
関する記述

総合病院で専任作業療法士として従事し、その後、地域の拠点づくりに関わった経験を
持つ教員が、地域の自主組織を連携し、住民の健康維持に向けた運動や作業の取り組み
を支援する方法について、体験談や事例を踏まえて実践的教育を行う。
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授業科目名 マネジメント概論 （ フ リ ガ ナ ）
担当教官名 尾

オ

　野
ノ

　寛
ヒロ

　明
アキ

開 講 学 期 後期

対 象 学 科
及 び 学 年

理学療法学科　１年
作業療法学科　１年

時 間 数
単 位 数

15
1

必修・選択
の別 必修

科 目 概 要

　リハビリ職はこれからの地域医療を支える魅力的な職業であるが、漠然と働いてい
るとキャリアの天井も見えてくる。本授業では様々な組織とその運営形態を見ながら
組織マネジメントの基礎を学び、専門職として多様な視野を身につけることを目指す。
　組織で働いて成果を出すにはマネジメントは不可欠になるし、これからの多職種連
携を考える上でも重要になる。起業するにもマネジメントは必須だし、地域にもマネ
ジメントの考え方がある。学生生活の中で専門技術を学ぶだけではなく今のうちから
広い視野で考える力を身につけ、より上のキャリアを目指したり、地域医療や起業な
ど多様な働き方を実現したりするきっかけを作る。

到 達 目 標

・技術一辺倒ではなく組織とマネジメントという考え方を理解し、真にリハビリ職と
して活躍できるための素地を学生のうちから作る

・医療機関にとどまらない多様な働き方を視野に入れ、社会の様々な組織や地域をマ
ネジメントするという考えを身につける

・マネジメントについて授業を聞いて考えたことや、自身が当面目指すこと、キャリ
ア観、将来的にやりたいことなどを簡単な動画形式で話せるようになる

回数 授　　　業　　　内　　　容 担　当

1 ガイダンス　なぜ専門職がマネジメントを学ぶのか 尾野寛明

2 医療機関経営の特性〜病院組織運営から見るマネジメント入門 尾野寛明

3 会社組織、非営利組織、行政組織など様々な組織形態を比較しマネジメントを学ぶ 尾野寛明

4 少子高齢化と中山間地域問題を体系的に理解し、地域マネジメントの概念を理解する 尾野寛明

5 奥出雲町の地域マネジメントと「小さな拠点づくり」 尾野寛明

6 地域の賑わいをつくるきっかけと「週末ヒーロー」 尾野寛明

7 困難な時代を乗り越えるための「脱マネジメント」 尾野寛明

8 自身の考えをまとめてスマホ動画でプレゼンをやってみる 尾野寛明

アクティブ
ラーニング

教員と学生とのやり取りが簡単にできる WEB サービス「Google Classroom」を導入し、
質問や感想の書き込み、簡単なレポートの提出、フィードバックとその閲覧が円滑に
できるように活用する。

評 価 基 準 期末課題 50％、グループで動画を見て互いにコメント 30％、QR コードを使った授業
コメントの提出 20％

教 科 書 適宜資料を配布する。

参 考 書

・竹端寛・尾野寛明（編著）『無理しない地域づくりの学校　私からはじまるコミュニ
ティワーク』（ミネルヴァ書房、2017 年）

・松永桂子・尾野寛明（編著）『ローカルに生きる ソーシャルに働く 新しい仕事を創
る若者たち』（農文協、シリーズ田園回帰５、2016 年）

実務経験に
関する記述

・中山間地域においてオンライン通販事業および障害者就労支援事業を創業した経験
を持つ教員が、経営者の視点から組織マネジメントについて実践的教育を行う

・全国各地でソーシャルビジネス創業支援や地域の担い手人材発掘育成を手がける教
員が、各地の事例を紹介しつつ、少子高齢化時代の地域マネジメントについて実践
的教育を行う
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授業科目名 キャリアマネジメント論 （ フ リ ガ ナ ）
担当教官名 橋

ハシ

　村
ムラ

　康
コウ

　二
ジ

開 講 学 期 前期

対 象 学 科
及 び 学 年

理学療法学科　１年
作業療法学科　１年

時 間 数
単 位 数

15
1

必修・選択
の別 必修

科 目 概 要

　キャリアマネジメントとは、個人の目標を設定し、達成するための戦略を立て、実
行し修正することを繰り返すことで自己のキャリアを管理することである。
　キャリアの概念は大きく「職業キャリア」と「ライフキャリア」に区分することが
できるが、本講義では、特に職業を通したキャリア形成に重点を置き、自分がどのよ
うな理学療法士・作業療法士を目指したいかについて講義と演習を通して検討し、キャ
リアマネジメントの方法について学び、これからのキャリア形成のための行動計画を
考える。

到 達 目 標
・主体的なキャリア開発を行っていくことの意義や重要性を説明できる。
・自己分析を行い、目指す専門職との関係性について説明できる。
・自己の職業キャリアについて目標を設定し、具体的なキャリアプランを立案できる。

回数 授　　　業　　　内　　　容 担　当

1

オリエンテーション
　授業の目的と内容理解、到達目標の理解
　キャリア形成の必要性
キャリアの理解
　キャリアとは何か
　内的キャリアと外的キャリア
　自己の人生における内的キャリアと外的キャリアを考える

橋村康二

2

自己分析と自己理解
　自己分析とは
　ライフラインチャートでの自己分析
 WILL と MUST と CAN の理解と自己分析
　他者と情報共有を行うことで、自己開示を行うとともに他者理解を深める。

橋村康二

3 〜４

仕事の理解と PT・OT の理解
　仕事とは何か、考え理解を深める
　グループで、これまでの授業や新入生研修会での情報を統合し、理学療法士・
作業療法士の仕事についてまとめる（内容、やりがい、責任など）。

橋村康二

5

PT・OT の仕事の多様化
　病院や施設以外での働き方を知る
　時代変化と業務内容の多様化を知る
　実際に病院や施設以外で働くPT・OT の話を聞き、グループワークを行う。

橋村康二

6
4 年間の学習イメージ
　4 年間で何を学ぶのかを理解する
　4 年後の到達目標の立案と、それに向けた各学年での到達目標

橋村康二

７〜 8
キャリアデザイン、キャリアプランの作成
　個人で自己のキャリアデザインを作成し、それを達成するためのキャリアプラ
ンを作成する。

橋村康二

アクティブ
ラーニング

自己分析やキャリアデザインの作成、キャリアプランの作成について個人演習や他者
とのディスカッションを行う。
理学療法士あるいは作業療法士の職業理解を深めるために、グループワークや情報共
有のための発表、ディスカッションを行う。

評 価 基 準 提出物：70％、授業の参加状況：30％にて評価し、100％中 60％以上を単位認定する。
教 科 書 適宜資料を配布する。
参 考 書 リハビリテーション職種のキャリア・デザイン　大町かおり・高橋綾一（編著）、シービーアール
実務経験に
関する記述
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授業科目名 教育学 （ フ リ ガ ナ ）
担当教官名 塩

シオ

　津
ヅ

　英
ヒデ

　樹
キ

開 講 学 期 前期

対 象 学 科
及 び 学 年

理学療法学科　１年
作業療法学科　１年

時 間 数
単 位 数

15
1

必修・選択
の別 必修

科 目 概 要 本講義では、教育に関する理論と方法について体系的に学習することを通して、現代
の教育について理解を深めることを目的とする。

到 達 目 標
1. 教育の意義、目的、理論、方法等について理解している。
2. 現代社会における様々な課題を教育の視点から理解している。
3.「教育」という事象を手がかりにして、多面的な視野を獲得している。

回数 授　　　業　　　内　　　容 担　当

1 教育学とは − 教育学を学ぶ意味 − 塩津英樹

2 教育の意義と本質（１）　− 教育の定義と目的 − 塩津英樹

3 教育の意義と本質（２）　− 乳幼児期における教育の意義 − 塩津英樹

4 教育の歴史と思想    − 子ども観の歴史的変遷 − 塩津英樹

5 教育と子どもの福祉    − 子どもの権利を中心に − 塩津英樹

6 家庭教育の意義と目的    − 家庭の機能を中心に − 塩津英樹

7 学校教育の意義と目的    − 学校の機能を中心に − 塩津英樹

8 現代社会と教育    − 現代の教育課題を中心に − 塩津英樹

アクティブ
ラーニング

・双方向による授業を行うとともに、グループワークを取り入れた対話的な学びを実
現する。

評 価 基 準 受講態度、期末試験等により総合的に評価する。

教 科 書 特に指定はしない。講義時に資料を配布する。

参 考 書 講義の中で、適宜紹介する。

実務経験に
関する記述
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授業科目名 情報処理 （ フ リ ガ ナ ）
担当教官名 浅

アサ

　野
ノ

　保
ヤス

　広
ヒロ

開 講 学 期 後期

対 象 学 科
及 び 学 年

理学療法学科　１年
作業療法学科　１年

時 間 数
単 位 数

15
1

必修・選択
の別 必修

科 目 概 要 各アプリケーションを利用してデータの貼付け、リンクの設定
Excel の関数を用いて、用途別のワークシートを作成する。

到 達 目 標
ユビキタスネットワーク社会において安全に必要な情報を得、また日常のコミュニケー
ションにおいての良い面、悪い面を把握し、便利な道具として情報機器を操作する姿勢
を持つ。

回数 授　　　業　　　内　　　容 担　当

1 セキュリティの現状と対策方法 浅野保広

2 パソコンシステム環境の保全と修復（トラブルの実際検証） 浅野保広

3 正しく伝わる文書・誤変換・文字入力時の注意点等 浅野保広

4 正しく伝わる文書・文書の体裁を整える 浅野保広

5 レポート・報告書作成・基本と常識・パワーポイント使用 浅野保広

6 Excel を使ってのレポート・文書の作成方法 浅野保広

7 Excel 表計算・関数を使用したデータ管理 浅野保広

8 Excel グラフ表計算を使用したレポート作成 浅野保広

アクティブ
ラーニング

評 価 基 準 受講姿勢・課題提出（70%）と出席日数（30%）により判断します

教 科 書 必要に応じて資料を作成配布します

参 考 書 必要に応じて資料を作成配布します

実務経験に
関する記述

− 56 −



授業科目名 物理学 （ フ リ ガ ナ ）
担当教官名 尾

オ

　㟢
ザキ

　　　徹
トオル

開 講 学 期 前期

対 象 学 科
及 び 学 年

理学療法学科　１年
作業療法学科　１年

時 間 数
単 位 数

15
1

必修・選択
の別 必修

科 目 概 要

物理学は , 宇宙と物質はどのようにしてできたか , 物質はどのような法則に支配されて
運動しているか , を明らかにしてきた .  最初に力学ができ , それを基礎にした熱力学 , 
光学 , 電磁気学 , と量子力学などの現代物理学が , 理工学や医学に広く応用されている . 
理学療法学と作業療法学の基礎も人体の運動を正確に表す力学であり , 現代物理学を応
用した最新の医療機器が両分野の発展を支えている . 

到 達 目 標
理学療法学と作業療法学を習得して医療をおこなうために必要な物理学（主に力学）の
考え方と使い方を学ぶ . その指針になるのが , 運動の 3 法則 , 力のつり合い , 力のモーメ
ントのつり合い , 圧力のつり合いである . それらを身に着けるために , 講義を復習し , 出
題された問題を解いて提出する .

回数 授　　　業　　　内　　　容 担　当

1
理学療法学と作業療法学を習得するための基礎となる物理学は , 力学 , 熱力学 , 
光学 , 電磁気学 , と量子力学などの現代物理学であることを予め知る . また , それ
らの物理学を表す物理量が , 国際単位系（SI）の単位をもち , また有効数字をも
つことを学ぶ .

尾㟢　徹

2
力学では運動の表し方を学ぶ . そのために必要な物理量は , 方向と大きさを表す
ベクトル量と大きさだけを表すスカラー量である . ベクトル量では位置 , 速度 , 
加速度と力を , スカラー量では質量 , 時間とエネルギーを学ぶ . それらを扱うた
めに , ベクトルと三角関数を復習する .

尾㟢　徹

3
重力 , 弾性力 ,  摩擦力 などの力の正体を学ぶ . 運動の 3 法則から出発して , ボール
や人体はもちろん , 天体の運動も表すことができる . それを , 力のつり合いや落下
運動 , さらに身体測定への応用などの例をとおして学ぶ .

尾㟢　徹

4
力が物体に仕事をして力学的エネルギーが生じる . 逆に , 力学的エネルギーは仕
事をする . 力学的エネルギーの保存を利用して物体の運動を調べることができる . 
私たちは力学的エネルギーを変換して利用していることも学ぶ .

尾㟢　徹

5
大きさをもつ物体には重心があり , そこに全ての質量が集中して重力が作用する
と考える . ここでは物体を質点の集まりとして , てこや人体などの重心の測定法
を学ぶ . てこに作用する重力と力のモーメントによるつり合い , 滑車に作用する
力とトルクによるつり合いも学ぶ .

尾㟢　徹

6
熱力学では , 圧力とは何か , 温度とは何かを学ぶ . まず圧力のつり合いから , 気圧
と血圧の測定法を学ぶ . また , 熱平衡状態を理解して , 気温と体温の測定法を学
ぶ . さらに , 熱を含むエネルギーが保存することを理解する .　

尾㟢　徹

7
波動の数学的な表現法と物理的な性質を , 音波と電磁波を例にして学ぶ . とくに , 
音波と電磁波の伝わり方が異なることを理解して , それらが超音波や X 線を用い
た画像診断に活用されることを理解する .

尾㟢　徹

8

現代物理学の応用例を学ぶ . 電流は電子の流れであり , 電圧と電流と抵抗の間に
オームの法則が成り立って , 電子体温計が働く . 光は電磁波であると同時に光子
と呼ばれる粒子の流れであり , おかげで非接触温度測定ができる . 光子は赤血球
中の鉄原子と相互作用をして吸収される . それをパルスオキシメーターによって
測定して血中酸素濃度を得る .

尾㟢　徹

アクティブ
ラーニング

講義内容や演示した実験について質問を受ける . また , 毎回出題される問題を解き , 課
題レポートとして提出する .

評 価 基 準 期末試験 70%, 課題レポート 30%, 合計 100% のうち 60％以上を合格とする . 
教 科 書 講義と課題レポートの資料を配布する .

参 考 書
図書室にある教科書２冊の内容に関する QRコード
・北野保行：優しい物理学＜第２版＞, 学校法人仁多学園 .
・尾﨑  徹：基礎物理 WORKBOOK＜第２版＞, 東京教学社 .

実務経験に
関する記述 なし
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授業科目名 英語 -Reader- （ フ リ ガ ナ ）
担当教官名 W

ホワイト

hite M
マシュー

atthew B
ベネット

ennett
開 講 学 期 前期

対 象 学 科
及 び 学 年

理学療法学科　１年
作業療法学科　１年

時 間 数
単 位 数

30
2

必修・選択
の別 必修

科 目 概 要 Self-improvement and confidence in reading and speaking English.
Using English for health care and social purposes.

到 達 目 標 Achieving greater competence in English language as a tool for communication.

回数 授　　　業　　　内　　　容 担　当

1 Meeting people + self-introduction ; addresses and personal info White Matthew 
Bennett

2 Explaining the location of objects in a room ; parts of a house White Matthew 
Bennett

3 Explaining the location of people and places. White Matthew 
Bennett

4 Describing everyday activities ; parts of the face White Matthew 
Bennett

5 Describing the location and activities of people. White Matthew 
Bennett

6 Talking about everyday activities using possessive adjectives White Matthew 
Bennett

7 Reading for content ; practical vocabulary White Matthew 
Bennett

8 Describing people and things using possessive nouns White Matthew 
Bennett

9 Describing people using adjectives ; parts of the human body White Matthew 
Bennett

10 Describing activities and events ; family members White Matthew 
Bennett

11 Talking about family members White Matthew 
Bennett

12 Locating places in a city ; asking for directions White Matthew 
Bennett

13 Describing buildings ; asking about quantities White Matthew 
Bennett

14 Naming and describing clothing ; plural nouns White Matthew 
Bennett

15 Review of course contents White Matthew 
Bennett

アクティブ
ラーニング

Pair and group conversation activities.
Problem solving activities in groups.

評 価 基 準 Class participation + Attendance ; Homework Completion ; Regular Quizzes

教 科 書 Side by Side Level 1 Extra : Student Book + eText 1,Workbook 1 with CD
Steven J.Molinsky + Bill Bliss. Pearson/Longman,publishers.

参 考 書 English-Japanese/Japanese-English dictionary (paper or electronic)

実務経験に
関する記述
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授業科目名 英語 -Speech- （ フ リ ガ ナ ）
担当教官名 W

ホワイト

hite M
マシュー

atthew B
ベネット

ennett
開 講 学 期 後期

対 象 学 科
及 び 学 年

理学療法学科　１年
作業療法学科　１年

時 間 数
単 位 数

30
2

必修・選択
の別 必修

科 目 概 要 Self-improvement and confidence in reading and speaking English.
Using English for health care and social purposes.

到 達 目 標 Achieving greater competence in English language as a tool for communication.

回数 授　　　業　　　内　　　容 担　当

1 Describing daily activities ; common questions White Matthew 
Bennett

2 Countries, languages and nationalities White Matthew 
Bennett

3 Talking about occupations; reading about daily activities White Matthew 
Bennett

4 Talking about interests and habits ; review of nationalities White Matthew 
Bennett

5 Asking questions about interests and habits ; Yes/No questions White Matthew 
Bennett

6 Describing the frequency of activities and habits White Matthew 
Bennett

7 Asking about the frequency of activities and habits ; describing people White Matthew 
Bennett

8 Describing feelings and emotions ; asking "why" questions White Matthew 
Bennett

9 Giving reasons for actions ; Organs of the human body White Matthew 
Bennett

10 Expressing ability ; asking about ability/obligations White Matthew 
Bennett

11 Inviting; accepting and refusing invitations White Matthew 
Bennett

12 Describing future plans and intentions White Matthew 
Bennett

13 Telling time; describing and asking about "when" White Matthew 
Bennett

14 Describing illnesses and causes ; referring to the past White Matthew 
Bennett

15 Review of course contents White Matthew 
Bennett

アクティブ
ラーニング

Pair and group conversation activities.
Problem solving activities in groups.

評 価 基 準 Class participation + Attendance ; Homework Completion ; Regular Quizzes

教 科 書 Side by Side Level 1 Extra : Student Book + eText 1, Workbook 1 with CD
Steven J.Molinsky + Bill Bliss. Pearson/Longman, publishers.

参 考 書 English-Japanese/Japanese-English dictionary (paper or electronic)

実務経験に
関する記述
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授業科目名 保健体育−講義− （ フ リ ガ ナ ）
担当教官名 土

ツチ

　屋
ヤ

　　　淳
ジュン

開 講 学 期 前期

対 象 学 科
及 び 学 年

理学療法学科　１年
作業療法学科　１年

時 間 数
単 位 数

15
1

必修・選択
の別 必修

科 目 概 要 テーマに沿って情報を収集し、それを読み込んだうえで、自分の考えと結び付けて発
展させ、発見したこと学んだことをまとめる。

到 達 目 標 調べた内容を読み手にわかりやすいようにまとめて発表する。

回数 授　　　業　　　内　　　容 担　当

1 オリエンテーション、テーマの決定 土屋　淳

2 マンダラートの作成、小カードの作成 土屋　淳

3 小カードの作成、アウトラインシートの作成 土屋　淳

4 小カード、アウトラインカードを基にレポート作成 土屋　淳

5 小カード、アウトラインカードを基にレポート作成 土屋　淳

6 小カード、アウトラインカードを基にレポート作成 土屋　淳

7 発表用レジュメ作成 土屋　淳

8 グループ発表、全体発表会 土屋　淳

アクティブ
ラーニング

評 価 基 準 レポート 70%、発表会 20%、出席・態度 10％合計 100％とし 60％以上を合格とする。

教 科 書 なし

参 考 書 適宜配布する

実務経験に
関する記述
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授 業 科 目 名 保健体育−実技− （ フ リ ガ ナ ）
担当教官名 土

ツチ

　屋
ヤ

　　　淳
ジュン

開 講 学 期 前期

対 象 学 科
及 び 学 年

理学療法学科　１年
作業療法学科　１年

時 間 数
単 位 数

45
1

必修・選択
の別 必修

科 目 概 要 ライフスタイルの変化に応じたスポーツのかかわりを通じて、健康の保持・増進
に関する知識を習得し、実践できる能力を高める。

到 達 目 標 1 . 自分のライフステージの中で体力に応じた運動を実践することができる。
2 . スポーツの実践を通じて人間関係を円滑にする。

回数 授　　　業　　　内　　　容 担　当

1 オリエンテーション（選択種目の決定、マナー・ルールの確認） 土屋　淳

2 〜 11 各種、個人・団体種目の実践（選択制） 土屋　淳

12 オリエンテーション（選択種目の継続または変更、怪我の防止） 土屋　淳

13 〜 23 各種、個人・団体種目の実践（選択制） 土屋　淳

ア ク テ ィ ブ
ラ ー ニ ン グ

評 価 基 準 選択科目の実践状況（準備、技術練習、試合、片付け、ルール、マナー）70％
スキルテスト 20％、出席状況 10％、合計 100％とし 60％以上を合格とする。

教 科 書 なし

参 考 書 なし

実 務 経 験 に
関 す る 記 述
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授業科目名 解剖学講義Ⅰ（筋骨格系） （ フ リ ガ ナ ）
担当教官名 横

ヨコ

　田
タ

　茂
シゲ

　文
フミ

開 講 学 期 前期

対 象 学 科
及 び 学 年

理学療法学科　１年
作業療法学科　１年

時 間 数
単 位 数

30
2

必修・選択
の別 必修

科 目 概 要 PT・OT にとって重要な骨学とその連結である関節・靭帯および運動に関わる筋につ
いて詳細に学び、PT・OT として医療に関わる基礎を習得する。

到 達 目 標
・骨の構造や発生について総論的に理解するとともに個々の骨の名称を正確に知る。
・骨の連結（広義の関節）の正常な構造と機能を知る。
・人体の主要な骨格筋について、その構造を知り、作用を理解する。

回数 授　　　業　　　内　　　容 担　当
1 解剖学総論 横田茂文
2 頭蓋骨 横田茂文
3 脊柱、胸郭 横田茂文
4 上肢の骨（1） 横田茂文
5 上肢の骨（2） 横田茂文
6 上肢の連結 横田茂文
7 下肢の骨（1） 横田茂文
8 下肢の骨（2） 横田茂文
9 下肢の連結 横田茂文

10 頭頚部の筋 横田茂文
11 体幹の筋 横田茂文
12 上肢の筋（1） 横田茂文
13 上肢の筋（2） 横田茂文
14 下肢の筋（1） 横田茂文
15 下肢の筋（2） 横田茂文

アクティブ
ラーニング

評 価 基 準 期末試験（100％）

教 科 書 標準理学療法学・作業療法学・解剖学（第５版）（奈良　勲ら監修、医学書院）

参 考 書 Q シリーズ　新解剖学（第 6 版）（加藤　征監修、日本医事新報社）

実務経験に
関する記述
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授業科目名 解剖学講義Ⅱ（神経系） （ フ リ ガ ナ ）
担当教官名 横

ヨコ

　田
タ

　茂
シゲ

　文
フミ

開 講 学 期 前期

対 象 学 科
及 び 学 年

理学療法学科　１年
作業療法学科　１年

時 間 数
単 位 数

30
2

必修・選択
の別 必修

科 目 概 要 神経系の疾患や障害は PT・OT の対象となることが極めて多い。その病態を理解する
ことや治療を施すために必要な脳・脊髄の立体的な構造と各部位の機能を学ぶ。

到 達 目 標
・脳および脊髄の構造を理解し、それらを機能と関連付けて説明できる。
・脊髄神経、脳神経および自律神経系の基本構成を理解する。
・感覚器系の構造を理解し、脳神経との関連を説明できる。

回数 授　　　業　　　内　　　容 担　当
1 神経学総論、自律神経 横田茂文
2 中枢神経（1） 横田茂文
3 中枢神経（2） 横田茂文
4 中枢神経（3） 横田茂文
5 中枢神経（4） 横田茂文
6 中枢神経（5） 横田茂文
7 中枢神経（6） 横田茂文
8 中枢神経（7） 横田茂文
9 脊髄神経（1） 横田茂文

10 脊髄神経（2） 横田茂文
11 脊髄神経（3） 横田茂文
12 脳神経、感覚器（1） 横田茂文
13 脳神経、感覚器（2） 横田茂文
14 脳神経、感覚器（3） 横田茂文
15 脳神経、感覚器（4） 横田茂文

アクティブ
ラーニング

評 価 基 準 期末試験（100％）

教 科 書 標準理学療法学・作業療法学・解剖学（第５版）（奈良　勲ら監修、医学書院）

参 考 書 Q シリーズ　新解剖学（第 6 版）（加藤　征監修、日本医事新報社）

実務経験に
関する記述
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授業科目名 解剖学講義Ⅲ（内臓系） （ フ リ ガ ナ ）
担当教官名 横

ヨコ

　田
タ

　茂
シゲ

　文
フミ

開 講 学 期 後期

対 象 学 科
及 び 学 年

理学療法学科　１年
作業療法学科　１年

時 間 数
単 位 数

15
1

必修・選択
の別 必修

科 目 概 要 循環器や消化器といった内臓の機能や機能を司る構造とその位置を学び、PT・OT に
必要な知識を習得する。

到 達 目 標
・心臓の構造と全身の血管系の分布および門脈系と胎生期の循環系を理解する。
・消化、ガス交換および発声に関わる構造を説明できる。
・性別による生殖器の構造の違いを理解する。

回数 授　　　業　　　内　　　容 担　当

1 循環器系（1） 横田茂文

2 循環器系（2） 横田茂文

3 消化器系（1） 横田茂文

4 消化器系（2） 横田茂文

5 呼吸器 横田茂文

6 泌尿器 横田茂文

7 生殖器 横田茂文

8 内分泌器 横田茂文

アクティブ
ラーニング

評 価 基 準 期末試験（100％）

教 科 書 標準理学療法学・作業療法学・解剖学（第５版）（奈良　勲ら監修、医学書院）

参 考 書 Q シリーズ　新解剖学（第 6 版）（加藤　征監修、日本医事新報社）

実務経験に
関する記述
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授業科目名 生理学講義Ⅰ（動物生理） （ フ リ ガ ナ ）
担当教官名 橋

ハシ

　本
モト

　道
ミチ

　男
オ

　・　鈴
スズ

　木
キ

　　　哲
テツ

開 講 学 期 前期

対 象 学 科
及 び 学 年

理学療法学科　１年
作業療法学科　１年

時 間 数
単 位 数

30
2

必修・選択
の別 必修

科 目 概 要

人体の運動機能とその調節について学び、解剖学などの知識を加え、ヒトの「生きる
仕組み」の基本を理解することを目的とする。講義は 1. 組織・細胞の基礎、2. 神経系
の生理学的機能、3. 筋系の生理学的機能、4. 神経−筋機能、5. 骨系の生理学的機能、6. 感
覚系の生理学的機能で構成される。

到 達 目 標

・人体の体液組成とホメオスタシスについて説明できる。
・神経の働きや、反射、自律神経等についてそのメカニズムを説明できる。
・筋収縮とその神経メカニズムについて説明できる。
・骨の機能と代謝についてそのメカニズムを説明できる。
・体性感覚や視覚、聴覚の生理学的メカニズムを説明できる。

回数 授　　　業　　　内　　　容 担　当
1 生理学の概要、細胞の構造と機能 橋本道男
2 人体の体液組成とホメオスタシス 橋本道男
3 組織・細胞の基礎 鈴木　哲
4 神経系の役割と生理的機能 鈴木　哲
5 筋収縮機序の生理的メカニズム 鈴木　哲
6 反射のメカニズム 鈴木　哲
7 自律神経の調整メカニズム 鈴木　哲
8 脳神経の働き 鈴木　哲
9 体性感覚その 1（触覚、温痛） 鈴木　哲

10 体性感覚その 2（関節覚、振動感） 鈴木　哲
11 特殊感覚の生理的メカニズム 鈴木　哲
12 特殊感覚の生理的メカニズム 鈴木　哲
13 骨系の役割と生理学的機能 鈴木　哲
14 骨吸収と骨形成のメカニズム 鈴木　哲
15 授業全体のまとめ 鈴木　哲

アクティブ
ラーニング

評 価 基 準

期末試験 60％、出席日数・授業態度 20％、レポート提出 20％
※期末試験は 1 回行い、60 点以上を合格とする。60 点未満の場合再試験を受験するこ

とができる。
※期末試験の得点、出席日数・授業態度の得点、レポート提出得点の合計が総得点（100

点）の 60％以上を単位認定とする。

教 科 書 標準理学療法学・作業療法学　生理学　第 5 版　医学書院

参 考 書 標準生理学　第 8 版　医学書院

実務経験に
関する記述
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授業科目名 生理学講義Ⅱ（植物生理） （ フ リ ガ ナ ）
担当教官名 橋

ハシ

　本
モト

　道
ミチ

　男
オ

開 講 学 期 後期

対 象 学 科
及 び 学 年

理学療法学科　１年
作業療法学科　１年

時 間 数
単 位 数

30
2

必修・選択
の別 必修

科 目 概 要

正常な生体機能を維持するための、血液機能、免疫機能、呼吸機能、循環機能、消化
吸収機能、腎機能、体温調節・エネルギー代謝機能、これらを調節する自律神経系と
内分泌系の働きを学習する。それにより生体が営む複雑で巧妙な機能がどのようなメ
カニズムかを考える。

到 達 目 標

・血液の成分と機能について説明できる。
・免疫機能について説明できる。
・呼吸に関する肺活量、血液ガス、酸素飽和度、酸塩基平衡について説明できる。
・心臓の収縮メカニズムとそれに伴う血管の変化について説明できる。
・血圧・脈拍・心拍数が変化するメカニズムを説明できる。
・心臓における刺激伝導系のメカニズムと心電図を説明できる。
・消化吸収のメカニズムについて説明できる。
・筋収縮とエネルギー代謝の関連性について説明ができる。

回数 授　　　業　　　内　　　容 担　当
1 血液の成分と機能 橋本道男
2 免疫の仕組み 橋本道男
3 循環の仕組み、心臓収縮における刺激伝導系の役割と心周期について 橋本道男
4 心臓機能調節のメカニズム 橋本道男
5 血管機能評価とその調節系について、特殊循環について 橋本道男
6 呼吸における肺・気管支の生理的メカニズム 橋本道男
7 呼吸調節における生理学的メカニズム 橋本道男
8 呼吸機能と肺機能評価との関連性について 橋本道男
9 消化における物理・化学的機能の種類と役割について 橋本道男

10 消化における各臓器の相互関係とメカニズム 橋本道男
11 排便における各臓器の相互作用と生理的メカニズム 橋本道男
12 尿の生成に関与する腎臓のメカニズム 橋本道男
13 排尿調節・酸塩基平衡について、排尿反射のメカニズム 橋本道男
14 体温調節について 橋本道男
15 筋収縮とエネルギー代謝、授業全体のまとめ 橋本道男
アクティブ
ラーニング

評 価 基 準

期末試験 60％、出席日数・授業態度 20％、レポート提出 20％
※期末試験は 2 回行い、得点の平均を期末試験の得点とする。それぞれ試験において

60 点以上を合格とし、60 点未満の場合再試験を受験することができる。
※期末試験の得点、出席日数・授業態度の得点、レポート提出得点の合計が総得点（100

点）の 60％以上を単位認定とする。

教 科 書 標準理学療法学・作業療法学　生理学　第 5 版　医学書院

参 考 書 標準生理学　第 8 版　医学書院

実務経験に
関する記述

− 66 −



授業科目名 運動学−講義− （ フ リ ガ ナ ）
担当教官名 山

ヤマ

　﨑
サキ

　健
ケン

　治
ジ

開 講 学 期 前期

対 象 学 科
及 び 学 年

理学療法学科　１年
作業療法学科　１年

時 間 数
単 位 数

30
2

必修・選択
の別 必修

科 目 概 要

リハビリテーションを実施するためには身体運動の分析が必要である。本科目は、人
間の身体運動に関する基本的な知識を習得することを目的とする。講義は主に、運動
学に必要な力学、運動器の構造と機能一般、上肢帯と上肢の運動、下肢帯と下肢の運動、
脊柱・体幹の運動、姿勢、歩行に関して学習する。

到 達 目 標

・運動力学の基礎的事項（力、モーメント、身体のてこ等）について理解し、説明す
ることができる。

・運動に関わる専門用語（運動面、運動方向、運動軸、肢位、姿勢）を理解し、説明
することができる。

・上肢の構造と運動機能について理解し、説明することができる。
・下肢の構造と運動機能について理解し、説明することができる。
・体幹の構造と運動機能について理解し、説明することができる。
・ヒトのアライメントと重心位置について理解し、説明することができる。
・姿勢保持、歩行の運動学を理解し、適切に説明することができる。

回数 授　　　業　　　内　　　容 担　当
1 運動学の基礎（力、モーメント、身体のてこ等） 山﨑健治
2 運動学の基礎（運動面、関節運動と面・軸、肢位・姿勢、収縮様式） 山﨑健治
3 上肢の構造と運動機能（上肢帯、肩関節） 山﨑健治
4 上肢の構造と運動機能（肘関節、手関節、前腕） 山﨑健治
5 下肢の構造と運動機能（骨盤帯、股関節） 山﨑健治
6 下肢の構造と運動機能（膝関節、足関節） 山﨑健治
7 体幹の機能と構造 山﨑健治
8 脊柱の構造と運動機能（頚椎、胸椎） 山﨑健治
9 脊柱の構造と運動機能（腰椎、仙椎） 山﨑健治

10 バランスの戦略 山﨑健治
11 姿勢アライメントと重心 山﨑健治
12 歩行の基礎（歩行周期、歩行時の重心移動と角度変化） 山﨑健治
13 歩行の基礎（床反力、筋のモーメント） 山﨑健治
14 小児と老人の歩行の特徴 山﨑健治
15 授業の振り返り 山﨑健治
アクティブ
ラーニング 特記事項なし。

評 価 基 準 期末試験 80％、出席日数・授業態度 20％

教 科 書 運動学（15 レクチャーシリーズ 理学療法・作業療法テキスト）第 2 版　中山書店
筋骨格系のキネシオロジー　原著第 3 版　医歯薬出版

参 考 書 「基礎運動学　第 6 版補訂」第 6 版（医歯薬出版）

実務経験に
関する記述

急性期、回復期、地域包括ケア、外来リハビリテーションを提供する総合病院に 4 年間、
外来クリニックに 2 年間、理学療法士として従事し、多様な疾患に個別理学療法を実
践した教員が、運動学の基礎を教授する。
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授業科目名 運動学−実習− （ フ リ ガ ナ ）
担当教官名 長

ハ

谷
セ

川
ガワ

　奈
ナ

　保
オ

　・　山
ヤマ

　﨑
サキ

　健
ケン

　治
ジ

開 講 学 期 後期

対 象 学 科
及 び 学 年

理学療法学科　１年
作業療法学科　１年

時 間 数
単 位 数

45
1

必修・選択
の別 必修

科 目 概 要
運動学講義で習得した知識を基盤に、体表からの視診・触診、姿勢保持、基本的動作の
観察と分析を行い、基本的動作の特徴や仕組みについて学ぶ。さらに、この実習を通して、
運動学的計測手法（筋電図、三次元動作解析装置）について理解を深める。

到 達 目 標

・頸部、体幹、上肢、下肢を構成する骨、筋を体表から視診・触診することができる。
・基本的動作を観察し、相、筋活動、重心移動、外的モーメント、内的モーメントを分析し、
　説明することができる。
・基本的な筋電図の計測方法を理解し、得られたデータを動作の分析に活用できる。
・基本的な三次元動作解析装置の計測方法を理解し、得られたデータを動作の分析に

活用できる。

回数 授　　　業　　　内　　　容 担　当
1 骨の解剖的位置の理解と視診・触診実技 長谷川奈保

山﨑健治2
3 筋の解剖的位置の理解と視診・触診実技 長谷川奈保

山﨑健治4
5 頸部、体幹の関節運動と筋作用 長谷川奈保

山﨑健治6
7 上肢、下肢の関節運動と筋作用 長谷川奈保

山﨑健治8
9 姿勢保持のバイオメカニクス　姿勢の観察と運動学的要素の分析　　 長谷川奈保

山﨑健治10
11 寝返り動作のバイオメカニクス  寝返り動作の観察と運動学的要素の分析 長谷川奈保

山﨑健治12
13 起き上がり動作のバイオメカニクス　起き上がり動作の観察と運動学的要素の分

析
長谷川奈保
山﨑健治14

15
立ち上がり動作のバイオメカニクス  立ち上がり動作の観察と運動学的要素の分
析

長谷川奈保
山﨑健治16

17 長谷川奈保
山﨑健治18

正常歩行動作のバイオメカニクス　歩行動作の観察と運動学的要素の分析
　　　　　　　　　　　　　　　　小児、成人、老人における各要素の変化19 長谷川奈保

山﨑健治20
21 観察・分析を行った姿勢・寝返り動作・起き上がり動作・立ち上がり動作・歩行

をグループでまとめる。発表準備
長谷川奈保
山﨑健治22

23 各動作の観察・分析結果をグループで発表する。 長谷川・山﨑

アクティブ
ラーニング

1 組 3 人〜 4 人のグループを形成し、グループで課題を進める。
最終授業では、反転授業を用い、準備と授業の実践を通して内容の理解を深める。

評 価 基 準 発表：30％  成果物：30％　取り組み：30％  出席日数・授業態度：10％ 
※成果物はポートフォリオ形式を取り、科目を通して習熟度を評価する。

教 科 書

運動療法のための機能解剖学的触診技術　上肢　　　　　改訂第 2 版　メジカルビュー
運動療法のための機能解剖学的触診技術　下肢・体幹　　改訂第 2 版　メジカルビュー
運動学（15 レクチャーシリーズ理学療法・作業療法テキスト）第 2 版　中山書店
動作分析　バイオメカニクスに基づく臨床推論の実践　　　　第 1 版　メジカルビュー

参 考 書 筋骨格系のキネシオロジー　第 3 版　医歯薬出版

実務経験に
関する記述

急性期、回復期、地域包括ケア、外来リハビリテーションを提供する総合病院に 4 年間、
外来クリニックに 2 年間、理学療法士として従事し、多様な疾患に個別理学療法を実
践した教員が、演習を通じて人体の構造と身体運動（基本的動作）の関係を教授する。
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授業科目名 人間発達学 （ フ リ ガ ナ ）
担当教官名 束

ツカ

　本
モト

　和
カズ

　紀
キ

　・　岸
キシ

　　　和
カズ

　子
コ

開 講 学 期 後期

対 象 学 科
及 び 学 年

理学療法学科　１年
作業療法学科　１年

時 間 数
単 位 数

15
1

必修・選択
の別 必修

科 目 概 要 乳幼児期から老人に至るまでの各段階における身体機能、運動機能、精神機能を発達
という観点から理解する。

到 達 目 標 乳幼児期から老人に至るまでの各段階における身体機能、運動機能、精神機能を発達
という観点から述べることが出来る。

回数 授　　　業　　　内　　　容 担　当

1 妊娠から出生、新生児 束本和紀

2 乳児の発育と発達 束本和紀

3 幼児の発育と発達 束本和紀

4 学童期の発育と発達 束本和紀

5 思春期の発育と発達 束本和紀

6 人間の老化と死 束本和紀

7 発達障がい 岸　和子

8 小児虐待など 岸　和子

アクティブ
ラーニング

評 価 基 準 出席、授業態度、期末試験 60% 以上を合格とする

教 科 書 上田礼子著　生涯人間発達学　改訂第 2 版増補版　三輪書店

参 考 書

実務経験に
関する記述

小児科専門医、小児神経専門医として、発達に関わる小児の診察を大学病院にて長年
継続している医師が、日々の診療で経験した症例や模擬事例を提示しながら実践的な
教育を行う。
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授業科目名 病理学概論 （ フ リ ガ ナ ）
担当教官名 青

アオ

　木
キ

　竜
リュウタロウ

太朗
開 講 学 期 後期

対 象 学 科
及 び 学 年

理学療法学科　１年
作業療法学科　１年

時 間 数
単 位 数

15
1

必修・選択
の別 必修

科 目 概 要
生理学などで学習した正常な細胞、組織、器官の形態が病気によってどのように変化
するか、また正常な生体機能が障害された場合、どのような病態に進展するかを学習
する。

到 達 目 標 各疾患の病因、病態について説明できる。

回数 授　　　業　　　内　　　容 担　当

1 細胞・組織とその障害
再生と修復 青木竜太朗

2 循環器系の働きと循環障害 青木竜太朗

3 免疫とアレルギー 青木竜太朗

4 炎症
炎症の分類、全身反応 青木竜太朗

5 感染症と病原体について 青木竜太朗

6 代謝障害 青木竜太朗

7 腫瘍 青木竜太朗

8 代表的な疾患への概要・症状の理解 青木竜太朗

アクティブ
ラーニング

教科書を用いて一部学生自身で調べさせながら能動的な学習を促す。また、小テスト
を通して授業の大事なポイントを押さえる。

評 価 基 準 筆記試験 60％、小テスト 30％、出席 10％

教 科 書 「病理学」疾病の成り立ちと回復の促進、医学書院出版、第 6 版

参 考 書 担当教員が作成した資料を配布する。

実務経験に
関する記述

総合病院において、8 年間専任作業療法士として従事し、回復期病棟、医療療養病棟、
外来における身体障害および老年期障害に対し、病態を把握し、病態に応じて個別作業
療法を提供した教員がその経験を生かした講義を行う。

− 70 −



授業科目名 リハビリテーション概論 （ フ リ ガ ナ ）
担当教官名 橋

ハシ

　村
ムラ

　康
コウ

　二
ジ

開 講 学 期 前期

対 象 学 科
及 び 学 年

理学療法学科　１年
作業療法学科　１年

時 間 数
単 位 数

30
2

必修・選択
の別 必修

科 目 概 要

リハビリテーションは、保険医療福祉分野に求められ、活動範囲は医療提供施設や福
祉施設に限らず、地域まで多岐にわたる。この科目では、リハビリテーションの理念
や歴史、様々な現場での理学・作業療法士の役割や業務内容について学ぶ。さらに関
連職種の役割も理解し多職種連携についても学ぶ。加えて、これらの学びを通じ理学・
作業療法士としての専門職意識を高めることも重要な目的とする。

到 達 目 標

・医療人、リハ専門職としてふさわしい倫理観、思考、態度を身に着けることができる。
・将来関わる対象者を敬う心を身に着けることができる。
・ノーマライゼーション、リハビリテーションの概念を説明できる。
・関連諸制度について理解し、説明できる。
・PT・OT の業務について、対象、職域、内容の概要を説明できる。
・PT・OT 関連職種の業務役割や内容を説明でき、チーム連携の概念を説明できる。

回数 授　　　業　　　内　　　容 担　当

1

オリエンテーション
リハビリテーションの概念理解
　・リハビリテーションの歴史と概念
　・ノーマライゼーション、IL 運動
リハ専門職の思考と態度
　・障がいを持つ者の理解
　・医の倫理

橋村康二

２〜３
事例で考えるリハビリテーション（演習）
　・回復期の事例
　・生活期の事例

橋村康二

４〜 5

PT、OT の対象と職域
　・病期に応じた対象と職域
　・保険制度に応じた対象と職域
リハビリテーションの種類に応じた対象と職域（医学的、職業的、教育的、社会的）

橋村康二

6
リハビリテーションに関わる関連職種の理解
　・リハ専門職：PT、OT、ST　
　・関連職種：医師、看護師、介護支援専門員等

橋村康二

7 〜 8 PT・OT の仕事の実際
実際現場で活躍する PT・OT の方の講話

橋村康二
橋村康二

9〜12 施設見学
　施設に赴き、実際に PT・OT の業務を見学する 橋村康二

13 施設見学の共有
　情報共有を行う 橋村康二

14〜15

関連法規
　・理学療法士及び作業療法士違法の理解
　・個人情報保護法
　・独占資格
　・国家試験の理解
振り返りとまとめ

橋村康二

アクティブ
ラーニング 事例検討などのグループディスカッションを通じて知識を深める

評 価 基 準
出席授業態度 10％、提出された成果物の内容 60％、期末試験 30％で判定し 60％以上
を単位認定する
全体評価が 60％の者あるいは期末試験において 60 点未満の者は再試験を行う。

教 科 書 はじめての講義　リハビリテーション概論のいろは（川手信行、南江堂）
参 考 書
実務経験に
関する記述
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授業科目名 社会福祉論 （ フ リ ガ ナ ）
担当教官名 浜

ハマ

　村
ムラ

　　　修
オサム

開 講 学 期 後期

対 象 学 科
及 び 学 年

理学療法学科　１年
作業療法学科　１年

時 間 数
単 位 数

15
1

必修・選択
の別 必修

科 目 概 要
①社会福祉の概念を理解し、人がより良い生活を実現するために社会福祉が果たす役

割について学ぶ
②社会保障制度が人々の生活にどのように関係しているのかについて学ぶ。

到 達 目 標 社会福祉が人々の生活にどのような役割を果たしているのかについて理解できる。

回数 授　　　業　　　内　　　容 担　当

1 社会福祉の概要・医療と福祉 浜村　修

2 社会資源としての年金 浜村　修

3 介護保険の実践 浜村　修

4 労働者の福祉施策 浜村　修

5 生活保護の実践 浜村　修

6 児童福祉 浜村　修

7 障がい者福祉 浜村　修

8 福祉における社会保障の課題と展望・まとめ 浜村　修

アクティブ
ラーニング

評 価 基 準 期末試験結果及び出席状況を勘案し、評価を行う。

教 科 書 「最新・社会福祉士養成講座　7　社会保障　第 1 版」中央法規出版、一般社団法人日
本ソーシャルワーク教育学校連盟 編集

参 考 書 必要に応じてパンフレットや資料配布

実務経験に
関する記述

地方自治体職員として 25 年間、社会保障や税制度に携わってきた講師が、福祉におけ
る社会保障制度の実際の運用や課題などを例示し実践的な教育を行う。

− 72 −



授業科目名 公衆衛生学 （ フ リ ガ ナ ）
担当教官名 谷

タニ

　口
グチ

　か
カ

お
オ

り
リ

開 講 学 期 後期

対 象 学 科
及 び 学 年

理学療法学科　１年
作業療法学科　１年

時 間 数
単 位 数

15
1

必修・選択
の別 必修

科 目 概 要
人々の健康を支える医療、介護政策をはじめとする公衆衛生学の基礎知識を身につけ
る。さらに授業での学習内容を踏まえ、地域住民のニーズやコミュニティの医療・介
護資源を調査し、地域の健康課題を明らかにする。

到 達 目 標
1. 公衆衛生学の基本的な知識を習得している
2. 地域に参入し、人々と円滑なコミュニケーションがとれる
3. 公衆衛生学の知識を踏まえ、地域が抱える健康問題について議論できる

回数 授　　　業　　　内　　　容 担　当

1 公衆衛生学概論 谷口かおり

2 保健統計・疫学 谷口かおり

3 疾病予防と健康増進 谷口かおり

4 高齢者保健と地域包括ケアシステム 谷口かおり

5
地域診断実習

谷口かおり

6 谷口かおり

7
実習報告会

谷口かおり

8 谷口かおり

アクティブ
ラーニング

地域に暮らす人々の健康を守るために、医療・介護・福祉のあらゆる側面から住民のニー
ズと地域の資源を調査、診断する。地域全体が抱える住民の健康課題についてグルー
プワークを実施する。

評 価 基 準 授業への積極的な参加や態度：20%, 定期試験：60％ , 実習報告書：10％ , 報告会での発表・
ワークシート：10％

教 科 書 シンプル公衆衛生学［2023］　南江堂

参 考 書 国民衛生の動向［2022/2023］厚生労働統計協会　

実務経験に
関する記述

大学病院で急性期医療に 16 年、診療所での在宅医療・慢性期医療に 3 年の臨床経験を
持つ教員が、地域に暮らす住民の健康問題の抽出や、行政との関わりなど実践的な教
育を行う。
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授業科目名 チーム医療論 （ フ リ ガ ナ ）
担当教官名 山

ヤマ

　本
モト

　真
マ

理
リ

子
コ

・松
マツ

　本
モト

　賢
ケン

　治
ジ

開 講 学 期 後期

対 象 学 科
及 び 学 年

理学療法学科　１年
作業療法学科　１年

時 間 数
単 位 数

15
1

必修・選択
の別 必修

科 目 概 要

わが国では人口の高齢化、慢性疾患の増悪などを背景に複雑な問題を抱える患者の全人
的ケア、継続的ケアを単一の医療専門職のみで行うことは不可能となっており、各専門
職が連携・協働する力は医療専門職として必須であり、患者中心の効率的な医療を提供
するため多職種連携のチーム医療が推奨されている。そこで本科目では、チーム医療に
ついて、チームの成り立ちから阻害因子等、発展させるための機能について学習する。

到 達 目 標
・チームの成り立ち、組織づくりの手法について理解することができる。
・チームの阻害する因子とありかたについて理解することができる。
・医療チームの機能と役割について理解することができる。

回数 授　　　業　　　内　　　容 担　当

1 本科目の目的、内容、到達目標をオリエンテーションする。
チームの成り立ち、組織づくりの手法について説明する。 山本真理子

2 チームの阻害因子とありかたについて説明する。 山本真理子

3 チームの成り立ち、組織づくりの手法、チームの阻害因子について、ペアやグルー
プ毎に体験を交えまとめ、理解する。 山本真理子

4 医療現場の中にあるチームについて調査する。加えて、そのチームを形成する職
種を調査し、まとめる。 山本真理子

5 模擬カンファレンスを用いて、チーム医療の実践の一部を見学する。加えて、各
職種の仕事を理解する。 松本 賢治

6 模擬カンファレンスを用いて、チーム医療の実践の一部を見学する。加えて、各
職種の仕事を理解する。 松本 賢治

7 模擬カンファレンスを活用し、チーム医療の阻害因子、ありかたについて、グルー
プでまとめる、理解する。 山本真理子

8 模擬カンファレンスを活用し、チーム医療の阻害因子、ありかたについて、グルー
プでまとめたものを、発表し共有することで、理解を深める。 山本真理子

アクティブ
ラーニング

チーム医療について、模擬カンファレンスを用いて医療チームの機能と役割について
グループでディスカッションし、まとめる。

評 価 基 準 授業内での態度（積極性、発言回数、与えられた役割の遂行状況）、出席及び課題から
総合評価　100％

教 科 書 内山靖ほか（著）『コミュニケーション論・多職種連携論』（医歯薬出版株式会社）

参 考 書

水本清久ほか（編著）；『インタープロフェッショナル・ヘルスケア　実践チーム医療
論　実際と教育プログラム』（医歯薬出版）
京極真（著）；『信念対立解明アプローチ入門−チーム医療・多職種連携の可能性をひ
らく』（中央法規出版）

実務経験に
関する記述

急性期・亜急性期を担う病院で 10 年半の臨床経験を持ち、病棟配属にて多職種連携チー
ムの発足に携わった教員がメンバーシップの視点から多職種連携によるチーム医療に
ついて具体的な事例を提示し、実践的教育を行う。
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授業科目名 理学療法概論Ⅰ （ フ リ ガ ナ ）
担当教官名 橋

ハシ

　村
ムラ

　康
コウ

　二
ジ

開 講 学 期 前期

対 象 学 科
及 び 学 年 理学療法学科　１年 時 間 数

単 位 数
15
1

必修・選択
の別 必修

科 目 概 要

理学療法士を目指し、その学びを始めるに当たり、理学療法士の業務理解はもとより、
理学療法士を目指す者としての自覚を持ち、将来の理学療法士のあり方を考えること
ができるようにならなければならない。本科目では、理学療法の基本について学ぶと
共に、社会ニーズやこれからの理学療法士のあり方について講義や演習を通じて理解
し検討する。

到 達 目 標

・理学療法士を目指す者としての心構え、自覚を形成する。
・リハビリテーション、理学療法の概念を説明できる。
・理学療法士の業務内容とプロセス、EBM について説明できる。
・社会課題を理解し、理学療法士の未来について考えることができる。

回数 授　　　業　　　内　　　容 担　当

1 オリエンテーション
理学療法の歴史と概念、対象と方法 橋村康二

２〜３ 理学療法の手段
　運動療法、物理療法等 橋村康二

４〜 6 理学療法の対象と活躍分野
　疾患別の理学療法の概要（各教員により疾患別理学療法について概説する） PT学科教員

7 〜８ PT と活躍分野の広がり（演習） 橋村康二

アクティブ
ラーニング 理学療法士の未来について個人あるいはグループ演習を行う。

評 価 基 準

出席状況 10％、期末試験 30％、提出された成果物の内容 60％で評価し 100％中 60％
以上で単位を認める。
全体評価が 60％未満であった者あるいは期末試験で 60 点未満であった者は再試験を行
う。

教 科 書 理学療法概論　第 4 版（神陵文庫）
適宜資料を配布する

参 考 書 特になし

実務経験に
関する記述

急性期や回復期リハ、外来リハ、訪問リハ等多分野において理学療法士として実務を
経験した教員が、その経験を生かした事例等を盛り込み講義、演習を行う。
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授業科目名 研究方法論Ⅰ（総論：統計） （ フ リ ガ ナ ）
担当教官名 橋

ハシ

　村
ムラ

　康
コウ

　二
ジ

開 講 学 期 後期

対 象 学 科
及 び 学 年 理学療法学科　１年 時 間 数

単 位 数
15
1

必修・選択
の別 必修

科 目 概 要
研究は、理学療法士の社会貢献の一端として重要な活動である。本科目では、研究の
意義を理解するとともに、さらに研究に必要な基本的統計学的手法について学ぶ。加
えて、実際に論文を読んでみることで文章の読解力を高める。

到 達 目 標

①研究の意義を述べることができる。
②各変数の特性に応じ、尺度の分類を答えることができる。
③二群間比較、相関分析を理解し、統計ソフトを用いてモデル実験を実践できる。
④論文を読み、要約できる。

回数 授　　　業　　　内　　　容 担　当

1 オリエンテーション
研究の意義 橋村康二

2 尺度の解釈
正規分布と非正規分布 橋村康二

3

二群間比較と相関分析
演習：「二群間比較の模擬体験」「相関分析の模擬体験」

橋村康二

4 橋村康二

5 橋村康二

6 発表    フィードバック 橋村康二

7
論文の構成
演習：「実際に論文を読み要約する」

橋村康二

8 橋村康二

アクティブ
ラーニング

演習を通じて二群間比較や相関分析を模擬体験し理解を深める。
実際に論文を読み要約しグループで理解を深め合う。

評 価 基 準 定期試験 70％、演習課題 30％で評価し、100% 中 60％以上を単位認定する。
全体評価が 60％未満または定期試験で 60 点未満の者は１回に限り再試験を行う。

教 科 書 適宜資料を配布する

参 考 書 特になし

実務経験に
関する記述
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授 業 科 目 名 理学療法検査測定法Ⅰ （ フ リ ガ ナ ）
担当教官名

鈴
スズ

　木
キ

　　　哲
テツ

  ・  内
ウチ

　田
ダ

　芙
フ　ミ　カ

美佳
長
ハ

谷
セ

川
ガワ

　奈
ナ

　保
オ

開 講 学 期 後期

対 象 学 科
及 び 学 年 理学療法学科　１年 時 間 数

単 位 数
30
1

必修・選択
の別 必修

科 目 概 要
理学療法評価の意義と目的を理解し、評価測定技術を習得することを目的とする。
具体的にはバイタルサイン測定、形態測定、関節可動域測定の技術・技能を獲得
させる。授業形態は、実技・演習を中心に実施する。

到 達 目 標

・理学療法評価の目的、意義、機能について理解する。
・理学療法の場面で、対象者に対して、面接、問診、情報収集、インフォームド

コンセントを適切に実践することができる。
・理学療法の場面で、対象者に対し、バイタルサイン測定、形態測定、関節可動

域測定をリスク管理に配慮しながら円滑に実施することができる。

回数 授　　　業　　　内　　　容 担　当

1 〜２ オリエンテーション（本科目の到達目標、内容、日程、等）
バイタルサイン測定（概論    バイタルサイン測定の意義、目的、方法）

鈴木　哲
内田芙美佳
長谷川奈保

３〜４ 形態測定（概論、肢長測定、周径測定）
鈴木　哲

内田芙美佳
長谷川奈保

5 〜 8 関節可動域測定（概論、上肢帯、上肢）
鈴木　哲

内田芙美佳
長谷川奈保

9 〜 12 関節可動域測定（下肢、頸部・体幹、その他の検査法）
鈴木　哲

内田芙美佳
長谷川奈保

13 〜 15 アクティブラーニング（バイタルサイン、形態測定、関節可動域測定の臨
床応用）

鈴木　哲
内田芙美佳
長谷川奈保

ア ク テ ィ ブ
ラ ー ニ ン グ

能動的な学習を促すために、事前学習や反転授業、実際の症例を用いたアクティ
ブラーニングを取り入れる。

評 価 基 準
実技試験（100％）にて評価する。
実技試験：模擬患者に対し、授業内で学んだ技術の定着を評価する。
※総授業回数の 4 分の 1 以上の欠席を未修とする。

教 科 書 松澤　正・江口勝彦（著）『理学療法評価学　改訂第 6 版補訂版』（金原出版）

参 考 書 内山 靖（編集）『標準理学療法学　専門分野　理学療法評価学　第 2 版』（医学書院）

実 務 経 験 に
関 す る 記 述

総合病院において、専任理学療法士として従事し、急性期病棟、回復期病棟にお
ける身体障害および老年期障害に対する個別理学療法を実践した教員が中心とな
り、理学療法検査法の基礎から、障害や症状に応じた応用・代償方法についても
具体的な事例を提示し、実務教育を行う。
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授 業 科 目 名 運動療法基礎論 （ フ リ ガ ナ ）
担当教官名

鈴
スズ

　木
キ

　　　哲
テツ

  ・  橋
ハシ

　村
ムラ

　康
コウ

　二
ジ

山
ヤマ

　﨑
サキ

　健
ケン

　治
ジ

開 講 学 期 後期

対 象 学 科
及 び 学 年 理学療法学科　１年 時 間 数

単 位 数
60
2

必修・選択
の別 必修

科 目 概 要

理学療法の技術体系の基礎を構成する運動療法について学習する。運動療法の歴史的
変遷と理論的枠組を紹介し、様々な障害に対して共通して適用される基本的運動療法
を理解し、その理論と技術（関節可動域運動、筋力増強運動、持久性運動、協調性運動、
神経筋再教育、バランス運動、運動学習）の習得を図る。授業構成は講義を中心とするが、
適宜実技を含め技術の習得を図る。

到 達 目 標

・運動療法の概要と関連する用語を理解し説明できる。
・運動療法の歴史の概要と基礎的理論を理解し説明ができる。
・関節可動域運動、筋力増強運動、持久性運動、協調性運動、神経筋再教育における基

本的理論、対象、目的、実施方法、禁忌事項を説明することができる。
・各症状に適した関節可動域運動、筋力増強運動、持久性運動、協調性運動、神経筋

再教育、バランス運動、運動学習を選択・処方し、学生同士で実施することができる。
回数 授　　　業　　　内　　　容 担　当
1 運動療法における基本的概念と関連用語 鈴木　哲

2〜4 関節可動域運動（関節可動域運動、ストレッチ、関節モビライゼーション）の基
本的理論 鈴木　哲

5〜6 関節可動域運動（関節可動域運動、ストレッチ、関節モビライゼーション）の実際 鈴木　哲
7〜9 筋力増強の基本的理論 鈴木　哲

10〜11 筋力増強（等尺性運動、等張性運動、等速性運動）の実際 鈴木　哲
12〜14 持久性運動の基本的理論 橋村康二
15〜17 持久性運動（筋持久力、全身持久力）の実際 橋村康二
18〜19 協調性運動の基本的理論 山﨑健治

20 協調性運動（フレンケル体操、リズミックスタビリゼーション）の実際 山﨑健治
21〜22 神経筋再教育の基本的理論 山﨑健治
23〜24 神経筋再教育（PNF・Bornnstrom 法・Bobath 法）の実際 山﨑健治

25 運動学習の基本的理論 山﨑健治
26〜27 運動学習の実際 山﨑健治
28〜29 バランス運動の基本的理論 橋村康二

30 バランス運動の実際 橋村康二

ア ク テ ィ ブ
ラ ー ニ ン グ 学修した内容をグループでさらに深め、得られた知識と技術の発表を行う。

評 価 基 準

期末試験 90％、実技試験 10％にて評価する。
試験においては 100 点満点中 60 点以上を合格とし、60 点未満は再試験を受験するこ
とが出来る。
総合計の 60％以上を単位認定とする。
※総授業回数の 3 分の 1 以上の欠席を未修とする。

教 科 書 運動療法学 −疾患別アプローチと理論と実際− 第 2 版　文光堂
参 考 書 適宜配布する。

実 務 経 験 に
関 す る 記 述

総合病院において、急性期リハ、回復期リハ、外来リハ、訪問リハ等多分野において
理学療法士として実務を経験した教員が、理学療法における基礎手技から、障害や症
状に応じた具体的な事例を提示し、実技や演習を行う。
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授業科目名 日常生活活動Ⅰ （ フ リ ガ ナ ）
担当教官名 長

ハ

谷
セ

川
ガワ

　奈
ナ

　保
オ

・大
オオ

　塚
ツカ

　　　彰
アキラ

開 講 学 期 後期

対 象 学 科
及 び 学 年 理学療法学科　１年 時 間 数

単 位 数
30
1

必修・選択
の別 必修

科 目 概 要
日常生活動作（ADL）とは何か、その概念と意義、評価指標を学習する。また、寝返
りや起き上がりなどの基本動作の分析と、ADL を支援するための様々な機器・福祉用
具の理解と活用法を学び、指導が実践できるようになることを目的とする。

到 達 目 標

ADL とは何かを概念的に説明できる。
理学療法士が ADL 評価を行う目的を理解し、代表的な評価の実践ができる。
福祉用具や補助具を理解し、福祉用具の調整および応用歩行動作を体現できる。
基本動作の介助方法を学び、健常者に実践することができる。

回数 授　　　業　　　内　　　容 担　当

1 日常生活活動総論 長谷川奈保

2 日常生活動作評価の目的と役割 長谷川奈保

3
日常生活動作評価（Barthel Index、Functional independence measure など） 長谷川奈保

4

5 補装具（車椅子の種類と構造）
車椅子の採寸、車椅子介助（実技） 長谷川奈保

6

7 補助具（杖の種類と構造）応用歩行動作の理解
杖・松葉杖の長さ調節、歩行指導（実技） 長谷川奈保

8

9 基本動作総論、起居動作の理解
起居動作の介助方法（実技） 長谷川奈保

10

11 起立・着座動作、移乗動作の理解
起立・着座動作、移乗動作の介助方法（実技） 長谷川奈保

12

13 ヒトの動作から日常生活活動を考察する。
日常生活活動を支援する器具・福祉用具（自助具を含む）の障がいを考慮した使
用実際の紹介

大塚　彰14

15

アクティブ
ラーニング 授業は講義に加えて、基本動作や車いす操作等の実技を実施する。

評 価 基 準

筆記試験 90％、実技試験 10％にて評価する。
100 点満点中 60 点未満は再試験を受験することができる。
試験の得点の 60 点以上を単位認定とする。
※総授業回数の 3 分の 1 以上の欠席を未修とする。

教 科 書 日常生活活動学テキスト　改訂第３版　細田多穂　南江堂
脳卒中の機能評価 SIAS と FIM［基礎編］　千野直一　金原出版

参 考 書 適宜資料配布

実務経験に
関する記述

回復期病院、訪問リハビリにて６年間臨床経験を持つ教員が、理学療法の治療介入過
程に必要な、ADL 評価や福祉用具の使用選定および指導方法について具体的な事例を
提示し、実践的教育を行う。
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授業科目名 国際リハビリテーション論 （ フ リ ガ ナ ）
担当教官名 幸

コウ

　福
フク

　秀
ヒデ

　和
カズ

開 講 学 期 後期

対 象 学 科
及 び 学 年

理学療法学科　１年
作業療法学科　１年

時 間 数
単 位 数

15
1

必修・選択
の別 必修

科 目 概 要 リハビリテーションの歴史、健康問題、国際的な社会・医療状況、世界のリハビリテー
ション医療状況について学びます。

到 達 目 標 国際的な観点から異文化圏における医療について理解を深めます。
日本と海外の理学療法と作業療法の教育と現場の相違についての理解を深めます。

回数 授　　　業　　　内　　　容 担　当

1 日本と海外のリハビリテーションの歴史について。グローバリゼーションとは何か。 幸福秀和

2 ILO（国際労働機関）、WHO（世界保健機関）、ICD-10（国際疾病分類）、ICF（国
際生活機能分類）について 幸福秀和

3 ODA（政府開発援助）、JICA（国際協力機構）における海外支援について 幸福秀和

4 プライマリヘルスケアの概念と実践（アルマ・アタ宣言等） 幸福秀和

5 日本と海外のリハビリテーションの教育と現状について 幸福秀和

6 ウルグアイ・ボリビア・ベトナムのリハビリテーション支援活動について 幸福秀和

7 海外支援活動を視聴覚機器（映像）で紹介 幸福秀和

8 言葉・文化を超えて、リハビリテーションの本質について 幸福秀和

アクティブ
ラーニング

基本的な医療の知識の整理。リハビリテーションにおけるテクニカルタームを復習。
前期に学んだ基礎医学、専門知識を整理して下さい。

評 価 基 準 レポート 20％・定期試験 80％　3 分の 1 以上欠席すると評価しません。

教 科 書 特に指定しません。プリントを配布します。視聴覚機器を使用します。

参 考 書 特に指定しません。プリントを配布します。

実務経験に
関する記述

ボリビア日系人病院、ベトナム、ベンチェ省障害児施設等、海外においてリハビリテー
ション支援に従事した教員が、具体的な事例を提示し、実践的教育を行う。
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授業科目名 総合演習Ⅰ （ フ リ ガ ナ ）
担当教官名

理学療法学科教員
作業療法学科教員開 講 学 期 通年

対 象 学 科
及 び 学 年

理学療法学科　１年
作業療法学科　１年

時 間 数
単 位 数

60
2

必修・選択
の別 必修

科 目 概 要

本科目は、理学療法・作業療法の基礎となる解剖学、運動学、生理学の知識を統合す
ることを目的としている。その中でも、骨の解剖、関節の解剖と運動、筋の起始・停止・
作用・支配神経、循環器の解剖生理、腎・泌尿器の解剖生理、呼吸器の解剖生理、内
分泌の解剖生理、消化器の解剖生理に焦点を当てる。加えて、アクティブラーニング
を用いて各疾患の理解を図る。

到 達 目 標
1 年次に学修すべく解剖学、運動学、生理学を復習し、その知識を用いて 2 年次に行
う疾患学や理学療法評価学・作業療法評価学に応用していく基礎能力を身につけるこ
とができる。

回数 授　　　業　　　内　　　容 担　当

1〜4 オリエンテーション（授業の目的・到達目標・授業の概要・学修の準備について）
骨関節靭帯の解剖学・運動学 堀江貴文

5 筋の起始・停止・作用・神経支配 山﨑健治

6〜7 循環器の解剖生理 青木竜太朗

8〜9 腎・泌尿器の解剖生理 青木竜太朗

10〜11 呼吸器の解剖生理 橋村康二

12〜13 消化器・嚥下の解剖生理 橋村康二

14 エネルギー代謝 橋村康二

15 内分泌の解剖生理 青木竜太朗

16〜30
アクティブラーニング
前期で学んだ知識を用いて疾患の理解を図る
グループワークを中心に課題に取り組む

ＰT学科・
OT学科教員

アクティブ
ラーニング

グループ学習を基本とする。疾患について病態と症状を解剖学・生理学・運動学の知
識でつなげ関連図を作成する。課題を通じて、自己学習能力およびグループで協働す
る能力の育成を図る。
課題の詳細は、アクティブラーニングの初回講義に提示する。

評 価 基 準

試験 80％、課題 20％にて評価する。
※骨関節靭帯、筋、循環器、腎・泌尿器、呼吸器、代謝、消化器・嚥下、内分泌の 8

分野毎に試験（それぞれ 100 点）を行う。試験において 60 点未満は再試験を受験す
ることができる。

※ 8 分野の平均得点および課題の得点の合計が、総得点の 60％以上を単位認定とする。

教 科 書 適宜、資料を配布する。

参 考 書 国試の達人　運動解剖生理学編　（株）アイペック
国試の達人　臨床医学編　（株）アイペック

実務経験に
関する記述
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